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【研究の内容】 

 北極域における地球温暖化の影響や海氷—海洋システムなどの変化を統合的に理解・解明するた

めには，各分野からの一方向の切り口だけでなく，異分野からの視点を織り交ぜた学際的アプロー

チも必要となる。そこで我々は，異分野連携による北極域研究のさらなる進展を目指し各分野での



研究内容・現在の進捗状況の確認と新規の共同研究の立案を目的として本共同研究集会を開催し

た。北極域研究推進プロジェクト ArCS における各課題から発表者を募り， 今年度は北海道大学水

産学部において計 9 名（うち一名は大学院生）が各分野の研究について口頭発表を行われた。発

表内容は海洋の熱収支や海氷変動とそのモデル予測，さらに動植物プラクトンや漁業資源管理と多

岐にわたっており，通常の学会活動では成し難い情報交換および活発な議論が行われた。本研究

集会の目的である「新しい共同研究の策定」については現時点で，「チャクチ海のバロー峡谷

周辺海域おける大西洋水の挙動とその効果を明らかにすることによる、海氷形成や有光層へ

の栄養塩供給を理解する上で重要な成層構造の時空間変動・ポリニアの性質を見極めた海氷

生産量・冬季水の変質過程を明らかにする共同研究」、「北極海の海氷変動の予測可能性に関

する数値モデリング研究と、海面力学高度や表層混合層厚などを明らかにする衛星観測研究

の融合による海氷および海洋循環予測の精緻化」、「北極海炭酸系・海洋酸性化等の理解に資

する現場観測とモデリング研究の共同研究」、「大気水循環と海氷—大気間の気体交換を理解す

るための共同観測研究」、「セジメントトラップ係留観測・数値モデリング・衛星観測研究の

融合による北極海内部への物質輸送とその過程を明らかにする研究」が挙げられる。このよ

うに H28年度から続けて開催している本研究集会は新規課題の策定への貢献についても順調

に進んでいる。さらに，今年度の本研究集会では上述したとおり，大学院生一名が口頭発表

を行い，北極研究の最前線にいる研究者との議論を行っただけでなく，当初の想定に反して，

多数の大学院生・学部生の参加があり，最先端の北極域研究を紹介することができたことか

ら，アウトリーチとしても成功したと言える。 
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